環境・地域・社会資本問題検討小委員会

第２回勉強会（１月８日）の田村発表に対する質疑メモ
１．（松谷明彦；社会資本の未来、1999）の以下の定義における「社会における必要性」を誰が決めるのか、という議論がなされた。
　　再掲；社会資本は、その国に及びその地方における社会資本の全体的なネットワ－クデザインに基づき、その社会における必要性の順位に従い、かつ相互関連する他の社会資本との整合性を保ちつつ建設整備される必要がある。そして、社会資本の計画的整備という場合の「計画的」の含意はそれであろう。
   国民や地域住民が決めるのか、計画立案者が決めるのか。
２．　ハ－ドの整備と人々のニ－ズの間に時間的スケールが異なることの問題について指摘があった。数十年前に発想され必要とされた施設が､現在我々の生活、生産活動を支える基盤となっているため、ややもすれば、時々の人々のニ－ズを後追いする形で基盤整備がなされることである。このため、土木技術者には､先を見通す洞察力と長期的視点に立った取り組みが要求されてきた。

　　 例えば、国土形成計画には、長期的視点に立った「社会における必要性」が明示されているのか否か、についての議論がなされた。 　
以上
